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メガ フ ロ ー ト空港モ デルの転用

　メ ガ フ 囗
一ト空 港 の 実 証実 験 に用 い た

浮体空 港モ デ ル は、長さ 1000m 、最大

幅 121m 、面 積 8．4ha の ポ ン ツ
ー

ン で

ある。実験 後 は分 割 さ れ様々 な用 途 に活

用さ れ て い る。空 港モ デル の 再利用は、

ま さ にメ ガ フ ロ
ートの 実プ ロ ジ ェ ク トへ

の 試金 石 と な っ た。（財） 日 本造 船 技術

セ ン ターが 所有 して い た 浮体ユ ニ ッ ト

は、国土交 通 省、総務省、経済産 業 省 の

連携 研究 プ ロ ジ ェ ク トと して 実施さ れ た

メ ガ フ ロ ート情報基 地 実海域実証実験 の

浮体 式 実験 基 盤 と して 使用 された。本 施

設 は実 験終 了 後 ワ
ール ドカ ッ プの 決 勝戦

前夜祭 の海 上 ス テージと して 活用 さ れ た

ことは、SRG 　News 　No．55 で報告 して

いる。

A ．メ ガ フ ロ
ー

ト情報基地 実

　　海域実験

　メガ フ ロ
ー

トの免 震 性 と 内部空 間の 有

効性か ら大 都市近辺 の 防災 基地へ の 利用

が注 目さ れ、200m × 100m の 浮 体 を

横須 賀 港の 防波 堤の 外倶1」に設 置 し、波 浪

の厳 しい 海域 で の情報基 地実 験を実 施 さ

れた，浮 体基 盤 に 関す る 研 究開 発 は、国

土 交 通 省 か ら委 託 さ れ た 独 立 行 政 法 人

海上技術安全研 究所 が担当 し、波エ ネ ル

ギ
ー

吸収 装置 （ス リッ ト付 き カ
ー

テ ン ウ

ォ
ー

ル ）の 開 発 及 び長 期 健 全性診 断 シ ス

テムの 研究が行われた 。 係留装置 に関 し

て は 、独 立 行政 法 人 港湾 空 港技 術 研 究

所に よ り八 イ ブ リ ッ ド型 フ ェ ン ダー
の 実

証研究が実施され た。

　実験浮体の 設 置 は 、当セ ン タ
ーが実証

モ デル の 改造 ・
設置工 事を 受注 して 、平

成 ］3年 1］月末に完 成 した。

　浮体 上 に実験 棟、受電 盤、非 常用 発電

機、計測室 が 整 備 さ れ、浮体内部 に約

600m2 の 情報基 地 実 験 ス ペ ース が 設 け

られ た。浮 体 モ デル 及 び係留 施設 に 取 り

付け た各種セ ン サーに よ り自然環境条件

データ、浮体の挙動、波浪変動圧、構造

ひ す み等 が 計 測 され、三 鷹 の 海上 技術安

全 研究所か ら遠隔操作で データの 確認が

出 来 る よ うに され て い た。浮体内部で は

災 害 時の 情報 バ ッ クア ッ プ実験 が陸 上 の

基 地 と連 携 して 検証され た。

　情報 基 地 機 能の 研 究 は、各省 庁 か ら委

託 さ れた 独 立 行政 法 人 海上 技術 安 全 研究

所、同港 湾 空 港技 術 研究所、通 信
・
放送

機構の 他、NTT コ ミュ ニ ケーシ ョ ンズ、

日立製 作 所、NTT フ ァ シ リテ ィ
ー

ズ、三

菱 重工 業の民 間 企業が参 加 した。

写真
一1　情報基地 実海域実験用

　　　　浮体モ デル

B ． 海釣 り公園へ の転用例

1）マ リン パーク 　くま の灘

　本 施 設 は 平 成 13年 6月に 三 重 県 南勢

町 五 ヶ 所 湾 内 に 設 置 され た 長 さ 120m 、

幅60rn 、深 さ 〔3　m の 浮体式海釣り公園

で あ る。係留方式は チ ェ
ー

ン と コ ン ク リ

ートシ ン カーを用 い た緩係留方式が採用

さ れた。浮体上 に親水広場、多目的広場、

休 憩 スペ ー
ス 、売店が設置され、安全 衛

生 設 備 と して 手 摺、トイ レ、照 明設備、

給水設 備、放送設備が設置され て い る。

2） うず しお メガ フ 囗
一ト　なん だ ん

　本 施 設 は 平 成 1〔3年 9月に 兵 庫県三 原

郡 南淡 町 に完成 した 浮体式多 目的公 園で

あ る、施 設 は 長 さ 125m 、幅 60m 、深

さ 3m の 浮 体 と 2基 の係 留 ドル フ ィ ンで

構 成 され て い る。ア ク セス は陸 側 か らの

連 絡橋 と海 倶1」か ら連 絡船 で 入場 が可 能 で

あ る。水 深 25m 、有 義波 高 2 ．5m 、周

期4 ．5 秒、平 均風 速40m ／ 秒で 設 計 さ

れ て い る。

3）静岡市清水港海釣 り公園

　静 岡市清 水 港に 本 年 8月 に 設 置予 定 の

浮体式海釣 り 公園 で あ る。施 設 は 長 さ

］36m 、幅46m 、深 さ 3m の浮体を緩

係 留方式 で係 留 され る予 定で あ る。

写 真・2　実証モ デル 内部の情報基地実験
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図　南淡町海釣り施設断面図

C 、港湾施設へ の転用例

1）暫定 フ ェ リー
桟橋

　島根県西郷港 に長 さ 140m 、幅 20m 、

深 さ 3m の 浮体が 暫定 フ ェ リー桟 橋 と し

て転用され た。

2）防災桟橋兼小型 船係留施設

　高知 県 の あ しず り港 に長 さ 50m 、幅

10m 、深 さ 3m の 浮体 を 緊 急 支 援 物 資

の輸 送 等 に活 用 す るた め の 防災 桟橋 と し

て設 置 され た。

D ． その他 へ の 転用例

　現 在、長 さ 145m 、幅 49m の 浮体を

横須 賀市の 駐車 場 と して 転用 す る計 画が

進 め られ て いる。

　メ ガ フ 囗 一ト技 術 研 究組 合 の 6年 間 の

実証的研究 に よ り、数百 haの 巨大 浮体

構造 物が 建設 可 能で あ る こ とが 社会 的 に

も認 知 さ れ る こ とにな っ た。メ ガ フ ロ ー

トは、そ の特 徴 であ る 大水 深 軟弱地 盤 に

適合 す る こと、海洋 環境 に やさ しい こ と、

地 震 の 影響 を受 けな い こ と、内部 空 間 が

利 用 出 来 るな どの 特 長 が広 く認 識さ れ て

ぎて い る。浮体空 港 モ デル の転用 事 例 を

通 じて 、幅 広 い用 途 に適 して い る こ と が

再認識 され、さ らに大 型 海上空 港 の 実現

へ と結 び つ くこ とが 期待され る。
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　　　　　　　　　 写真 3　 空港モ デル の 再活用事例
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